
令和７年度第２回総合教育会議・会議録（要旨） 

 

 

１ 開  会   令和８年２月１６日（月曜日） １４時３０分 

 

 

２ 閉  会   令和８年２月１６日（月曜日） １４時４３分 

 

 

３ 場  所   様似町中央公民館 小ホール 

 

 

４ 説明及び意見交換 

  ○説 明  第３次様似町教育大綱（改定案）について 

 

  

５ 出 席 委 員 荒木町長、秋山教育長、池田委員、櫻庭委員、能登委員 

 

 

６ 欠 席 委 員 南委員 

 

 

７ 事務局出席者 木下副町長、原田総務課長、秋山生涯学習課長、児玉生涯学習課参事、

西嶋生涯学習課長補佐、内海生涯学習課総務係長 

          

 

 

８ 会議を傍聴した者 なし 

 

 

９ 議事の経過 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【開 会・町長挨拶】   

○荒木町長 お忙しいところご出席をいただきましてありがとうございます。 

さて、教育大綱、１月に１回目をさせていただきまして、今回２回目になりますけれども、

今日その中身について担当の方から説明させていただきます。十分に協議をいただき、決定

いたしましたら、４月から町の総合計画の後期と合わせてスタートさせていただきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【説 明】 

■第３次様似町教育大綱改定案について 

今回の改定案につきましては、前回１月１３日の総合教育会議において、皆さまからい

ただいたご意見等を踏まえ、事務局の方で精査し、２月３日には社会文教常任委員会にて

お諮りしたなかで、修正したものを提示しております。 

 

■改定部分について 

１.子育て支援と幼児教育の推進 

（現 行）「幼児一人ひとりが持つ「潜在的な基礎能力」の発達を促すため、運動あそび

やリトミック等を活用し、「幼児期までに育ってほしい姿」につながる育成を

図ります。」 

（改定案）「幼児一人ひとりが持つ「潜在的な基礎能力」の発達を促すため、運動あそび

やリトミック等を活用し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につなが

る育成図ります。」 

 

２.学校教育の推進 

ア．小中一貫教育を通した確かな学力の向上内、 

（現 行）『教職員の「資質」「能力」「意欲」の向上を図り、小中一貫教育に ふさわ

しい適切な運営・指導体制の充実を推進します。』 

（改定案）『教職員の資質・能力・意欲の向上に努めるとともに、小中一貫教育にふさ

わしい適切な運営・指導体制の充実を図ります。』 

 

３.社会教育の推進 

ウ．読書推進活動の充実内 

 （現 行）『より多くの町民に利用される図書館を目指し、出張貸出や宅配サービス等

を含めた館内外におけるサービスを推進します。』 

 （改定案）『より多くの町民に利用される図書館を目指し、出張貸出や宅配サービス等

を含めた館内外におけるサービスを図ります。』 

 

４.グローバル社会に対応した人づくり 

 修正なし 

 

 

 



５.教育施設の整備・充実 

項目の２つ目 

（現 行）『地元食材の積極的な活用やスクールランチを通じた食育の実施などによ

り、スクールランチ事業の更なる充実を推進します。』 

（改定案）『地元食材の積極的な活用やスクールランチを通じた食育の実施などによ

り、スクールランチ事業の更なる充実を図ります。』 

 

６．ジオパークと教育資源を活用した学びの推進 

項目の２つ目 

（現 行）『学校教育における総合的な学習の時間等でのジオサイト見学や、調べ学

習を推進し、「ふるさとアポイ学」の取組を通じて、郷土への愛着や誇り

を育むとともに、ＳＤＧｓを意識した環境教育を図ります。』 

（改定案）『学校教育における総合的な学習の時間等でのジオサイト見学や、調べ学

習を推進し、「ふるさとアポイ学」の取組を通じて、郷土への愛着や誇り

を育むとともに、ＳＤＧｓを意識した環境教育を推進します。』 

 項目の３つ目 

 （現 行）『アポイ岳保全活動の一環である中学生による「アポイドリームプロジェ

クト」事業を通じて、環境教育の充実を推進します。』 

（改定案）『アポイ岳保全活動の一環である中学生による「アポイドリームプロジェ

クト」事業を通じて、環境教育の充実を図ります。』 

 

７.芸術・文化活動の推進 

修正なし 

 

８．生涯スポーツの推進 

項目の３つ目 

（現 行）『中学校における部活動の地域移行については、地域におけるスポーツ指

導者と協議のほか、広域的な視点に立った検討を進めます。』 

（改定案）『中学校における部活動の地域展開については、地域におけるスポーツ指

導者と協議のほか、広域的な視点に立った検討を進めます。』 

 

【質 疑】 

〇能登委員 文末を整理する中で、『推進します』と『充実を図る』の違いは何ですか。推し 

進めるものと、計画を練りながら実施を図るということですか。 

【説 明】 

〇秋山課長 概ね、能登委員のおっしゃる通りです。町として実施するものについては、図 

るという言い方をしています。 

 

【質 疑】 

〇櫻庭委員 質問ではないが、第２次教育大綱より、より一層様似町の特色が出た大綱にな 

っていると感じました。第３次教育大綱に一生懸命皆で頑張っていきたいなという気持ち 



になっています。そして、様似町の図書館と郷土館が、より一層盛り立てて項目に出てて 

ており、そこに様似町らしさを感じました。 

 

【進 行】 

〇荒木町長 ありがとうございます。それでは、第３次様似町教育大綱について、全体を通

してなにかございましたら。第３次教育大綱は、決定しましたら４月にスタートする形に

なります。第９次町の総合振興計画後期と併せてスタートさせていただきます。全体とお

してなければ、これで終了とさせていただきますが、よろしいでしょうか。 

以上で会議の方を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 


